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はじめに 

 

旧上瀬谷通信施設地区と東名高速道路を直結する新たなインターチェンジ整備事業（以下、「本

事業」とします。）は、旧上瀬谷通信施設地区（以下、「上瀬谷地区」とします。）内の「防災・公

園地区」で整備を予定している広域防災拠点の機能を最大限に発揮するとともに、日常の交通利

便性の向上、物流機能の強化など市内経済の活性化を目指し、上瀬谷地区と東名高速道路を直結

する新たなインターチェンジを整備しようとするものです。 

本事業は、道路の建設であり「横浜市環境影響評価条例」の第１分類事業に該当することから、

同条例に基づき、環境影響評価方法書を作成し、「旧上瀬谷通信施設地区と東名高速道路を直結す

る新たなインターチェンジ整備事業 環境影響評価方法書」として、ここに取りまとめました。 

なお、本事業に係る施設は都市施設として都市計画に定めることから、横浜市環境影響評価条

例第 46 条の規定により、環境影響評価その他の手続は、当該都市計画に係る都市計画決定権者が、

当該第１分類事業に係る事業者に代わるものとして、都市計画の手続と併せて行います。 

今後、事業の実施に向けて、先般取りまとめた計画段階配慮事項を踏まえ環境に配慮した計画

としつつ、事業を進めてまいります。 

  

 

  



  



横浜市環境影響評価条例の手続の流れと方法書の段階 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「横浜市環境影響評価条例の手続の流れ」 

（横浜市みどり環境局環境保全部環境影響評価課ホームページ 令和７年６月閲覧） 
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本書提出までの環境影響評価手続経緯一覧 

項目 日付 備考 

計画段階配慮書の提出 令和６年７月 10 日  

計画段階配慮書の公告 令和６年７月 25 日  

計画段階配慮書の縦覧 令和６年７月 25 日～令和６年８月８日 縦覧期間：15 日間 

環境情報を記載した書面の受付 令和６年７月 25 日～令和６年８月８日 環境情報：１通 

横浜市環境影響評価審査会（１回目） 令和６年８月７日 会場：横浜市役所 

横浜市環境影響評価審査会（２回目） 令和６年９月２日 会場：横浜市役所 

横浜市環境影響評価審査会（３回目） 令和６年 10 月 16 日 会場：横浜市役所 

配慮市長意見書の作成 令和６年 10 月 30 日  

配慮市長意見書の公告 令和６年 11 月 15 日  

配慮市長意見書の縦覧 令和６年 11 月 15 日～令和６年 11 月 29 日 縦覧期間：15 日間 
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イル）を加工して作成したものである。 

 

  




